
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

予

算

額

前年度繰越 61,585

9,253 38,507 18,392 31,866

45,000 97,000 39,000 1,530,000

424,678 174,637 852,293 907,141

0 24,261 252,039 3

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

・施設の老朽化等により施設整備のニーズがあるため、学校生活の安全確保等、緊急性に配慮しながら施設整備を進める。

・長野県ファシリティマネジメント基本方針に沿って、計画的な保全措置の実施により施設の長寿命化を推進する。

目標に対

する成果

の状況

・工事の着工により耐震化率を91.4％から96.6％に向上することができ、期待どおりの成果であった。

・１棟の校舎改築がH28年度末完了予定のため、H27年度末耐震化率を100％から99.9％に修正した。

 概算事業費（B（A）+C） 508,845 373,694 862,085 2,510,300

41,290 41,290

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度

Aの

財源

334,405 1,161,724

概　算

人件費

5.00 5.00 5.00 5.00

41,290

467,555 332,404 820,795

41,290

307,878 1,318,799 2,128,082

340,928

合計（A) 478,931 2,469,010

91.4

26年度26年度26年度26年度 27年度

11,189

当初予算 372,589

補正予算 44,757 15,338 -157,075

県立学校施設整備基金積立 直接

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績

H26 H27

（当初） （決算） （当初）

老朽校舎等改築等 直接

実施設計　１校

建設工事　６校

1,314,405 816,401 2,128,079

・閉校した飯田工業高校の後利用として私立飯田女子

高校の校舎改築に伴う仮校舎として有償貸与

（H25.7.1～H26.12.31）

・県が設置する学校の施設整備に要する経費に充てる

ことを目的とした基金を設立し、補助金相当額以上の

額を積立

4,394

県が関与

する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）

【左記の説明、根拠法令等】

長野県耐震改修促進計画、県有施設耐震化整備プログラム

課・室 高校教育課

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail koko@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

7-1　子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

2,128,082

　老朽化した校舎や体育施設の改築を行うことにより、教育環境の向上を図るとともに、耐震性の向上等により生徒の安全を確保する。

　成果目標：耐震化率100％（H27年度末）

　県有施設耐震化整備プログラムに基づく耐震化の現状：91.4％（H25年度末）

成果目標の達成状況

項目

耐震化率（％）

事業番号 14 03 08 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 高等学校施設整備事業費高等学校施設整備事業費高等学校施設整備事業費高等学校施設整備事業費
担

当

課

部局 教育委員会事務局

4　安全・安心・信頼の学校づくり 実施期間 H18（耐震改修） ～

95.3 96.6 達成

　耐震化率をH26年度末時点で95.3％とする。

Ｈ26
H27

目標

H25末

（実績）
目標 成果 達成状況

99.9

4,394 3

合計 1,318,799 820,795


